








たん なみ

こんかい

今回は、
  ぎ  のう じっ しゅうせい

技能実習生の
  し   どう

指導に
あ

当たっているお
ふたかた

二方にお
はなし

話を
うかが

伺いました！

指導者からのメッセージ
し どう しゃ

しつもんこうもく

質問項目 ①
  ぎ  のう  じっ しゅうせい

技能実習生への
ひょう  か

評価コメント　②
  ぎ  のう  じっ しゅうせい

技能実習生を
えんかつ

円滑に
う

受け
い

入れるために
と

取り
く

組んでいること　③
おも

思い
で

出に
のこ

残るエピソード

①
し ご と め ん

仕事面：
  ぎ  のう じっ しゅう せい

技能実習生は
ぜん いん  ひ  じょう

全員非常に
 まえ  む

前向きで、
  さ ぎょう

作業スピードに
かん

関してはベテランの
にほんじん

日本人も
みなら

見習うほどです。
しごと

仕事に
たい

対する
  い  よく

意欲も
たか

高く、「もっと
はや

早く
  し  ごと

仕事を
おぼ

覚えたい」「もっとたくさん
はたら

働きたい」といった
かれ

彼らの
しせい

姿勢には、
いま

今の
にほんじん

日本人に

はない
どんよく

貪欲さを
かん

感じます。

　
し せ い か つ

私生活：
かれ

彼らが
にほん

日本に
き

来て
ま

間もない
ころ

頃には、
に ほん

日本の
かんしゅう

慣習に
な

慣れていないことから、
きんりん

近隣にお
す

住まいの
かた

方にご
めいわく

迷惑を

おかけしてしまうこともありました。
ちゅうい

注意したことを
す  なお

素直に
き

聞こうとする
し  せい

姿勢は
す  ば

素晴らしいので、
わか

若さが
うら  め

裏目に
で

出てハメを
はず

外すことのないよう
こころ

心がけることができると
よ

良いと
おも

思います。

②
なに

何よりも
かれ

彼らとのコミュニケーションは
か

欠かせません。
しゃいんどうし

社員同士での
かいわ

会話はもちろんのこと、
にほんじん

日本人のパート
じゅうぎょういん

従業員の
かたがた

方々とも
はなし

話がしやすいように
か

架け
はし

橋になってあげられるように
こころ

心がけています。
  ぐ  たい てき

具体的には、
たんじょうび

誕生日やテストに
ごうかく

合格し

た
さい

際には、
ぜんじゅうぎょういん

全従業員の
あつ

集まる
しょくどう

食堂などで
はっぴょう

発表をし、
かいわ

会話のきっかけを
つく

作ってあげます。
くわ

加えて、コミュニケーションを
と

取る
  か  てい

過程で、
 に ほん ご

日本語の
じょうたつ

上達のサポートになれればと
かんが

考えています。

③
  し   ごと がい

仕事外での
こうりゅう

交流が
いんしょうてき

印象的です。
 じ   たく

自宅に
まね

招くことや、
ぎゃく

逆に
いえ

家に
まね

招かれて
りょうり

料理を
ふ

振る
ま

舞ってもらうこともあります。
かれ

彼らと
はな

話せば
はな

話すほど、
こく せき

国籍の
へだ

隔たりを
かん

感じさせず、
さいきん

最近の
わかもの

若者たちであるな、との
じっかん

実感が
わ

湧きます。

 ぎ  のうじっしゅうせきにんしゃ  けん せいかつ  し  どういん

技能実習責任者 兼 生活指導員
   こ    ばやし

小林 
たくみ

巧さん

①
じっしゅう

実習が
はじ

始まった
 とう   しょ

当初は「
だ いじょうぶ

大丈夫かな、
 し  ごと

仕事を
 ま  じ  め

真面目にできるだろうか」と
しんぱ い

心配をしていましたが、
かれ

彼らの
 し  ごと

仕事に
たい

対

する
まえ  む

前向きな
  し  せい

姿勢には
かんしん

感心させられるばかりです。
あたら

新しい
 し  ごと

仕事に
かん

関する
おぼ

覚えの
はや

早さや、
  さ  ぎょう

作業スピードの
はや

速さなど、
わたしたち

私達も
み なら

見習うべき
てん

点が
かずおお

数多くあります。
 に ほん ご

日本語の
しゅうとく

習得に
かん

関して
  こ  じん  さ

個人差はありますが、
しゅっしゃ   じ

出社時の「おはようございます」、
たい しゃ   じ

退社時の「お
つか

疲れ
さま

様でした、お
さき

先に
しつれい

失礼します」、
ちゅうしょくじ

昼食時の「いただきます」などの
  き  ほん てき

基本的な
  ぶ ぶん

部分は
み

身についてい

るように
おも

思います。

②できるだけ
 こと   ば

言葉だけでなく、
 から だ

身体で
ひょうげん

表現するなどの
 く  ふう

工夫をしています。
 こと  ば

言葉で
つた

伝える
さい

際にもゆっくりと
はな

話し、
  り  かい

理解が
お

追

いついているか、
ずい  じ   かく にん

随時確認を
と

取るようにしています。

③
さくね ん

昨年には
しんぼくかい

親睦会を
もよお

催し、
せい こう  り

成功裏に
お

終わりました。
じっしゅうせい

実習生は
ぜんいんさん　か

全員参加し、
 しゃ しん

写真もたくさん
 と

撮り、
たの

楽しい
  じ  かん

時間を
す

過ごすこ

とができました。
 こん  ご

今後もこのような
もよお

催しを
つづ

続けていきたいと
おも

思います。

ぎのうじっしゅうしどういん

技能実習指導員
せ　　と

瀬戸 
  みつ   ひろ

光浩さん

- 5 -



（       ）に入
は い

る表
ひょう

現
げ ん

として最
もっと

も適
て き

切
せ つ

なものを選
え ら

び、番
ば ん

号
ご う

で答
こ た

えなさい。

次
つ ぎ

の　★　に入
は い

る最
もっと

も良
よ

いものを、次
つ ぎ

の１・２・３・４から一
ひ と

つ選
え ら

びなさい。

得
とく

意
い

先
さき

の突
とつ

然
ぜん

の倒
とう

産
さん

は、私
わたし

には青
せい

天
てん

の（           ）靂
れき

だった。
①劈　　②壁　　③碧　　④霹

新
しん

商
しょう

品
ひん

の販
はん

売
ばい

促
そく

進
しん

方
ほう

法
ほう

について、部
ぶ

長
ちょう

の決
けっ

（          ）を仰
あお

いだ。
①裁　　②栽　　③済　 　④算

田
た

中
なか

選
せん

手
しゅ

が今
こん

シーズン　　①　　　②　　　★　　　③　　のニュースを
見
み

て驚
おどろ

いた。

１彼
かれ

の怪
け

我
が

　　２活
かつ

躍
やく

するのを　　　３楽
たの

しみに待
ま

っていた　　４だけに

先
せん

生
せい

が 　　①　　　②　　　★　　　③　　です。
１はず　　２おいでに　　３こちらに　　４なる

来
らい

週
しゅう

には気
き

温
おん

　　①　　　②　　　★　　　③　　ある。
１が　　２下

さ

がる　　３おそれが　　４大
おお

きく

どんなに必
ひっ

死
し

で勉
べん

強
きょう

しても、　　①　　　②　　　★　　　③　　だ。
１しまえば　　２それまで　　３間

ま

違
ちが

えて　　４本
ほん

番
ばん

で

この映
えい

画
が

は　　①　　　②　　　★　　　③　　作
つく

られたそうだ。
１もとに　　２事

じ

件
けん

を　　３起
お

きた　　４実
じっ

際
さい

に

今
こん

後
ご

状
じょう

況
きょう

が好
こう

転
てん

することもありうるのだから、今
いま

勝
しょう

負
ぶ

に出
で

ることは、
必
かなら

ずしも（          ）策
さく

とは言
い

えない。
①特　　②得　　③画　　④対

その紙
かみ

は分
ぶ

厚
あつ

いので、裁
さい

（　）するのに時
じ

間
かん

がかかる。
①段　　②弾　　③断　　④培

特
とく

別
べつ

な　　①　　　②　　　★　　　③　　してください。
１かぎり　　２休

やす

まないように　　３ことが　　４ない

健
けん

康
こう

という　　①　　　②　　　★　　　③　　わかるのだ。
１はじめて　　２その大

たい

切
せつ

さが　　３失
うしな

って　　４ものは

料
りょう

理
り

学
がっ

校
こう

に　　①　　　②　　　★　　　③　　料
りょう

理
り

はどれもおいしい。
１佐

さ

藤
とう

さんの　　２通
かよ

っている　　３作
つく

る　　４だけあって

カロリーの　　①　　　②　　　★　　　③　　入
にゅう

院
いん

した。
１食

た

べ続
つづ

けた　　２病
びょう

気
き

になって　　３高
たか

いものを　　４あげく

その鍵
かぎ

を　　①　　　②　　　★　　　③　　気
き

をつけなさい。
１なくすと　　２開

あ

けることが　　３金
きん

庫
こ

を　　４できなくなるので

・解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は HPからダウンロードできます。 URL:http://www.kiv.or.jp

・実
じっしゅうせい

習生からの解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

を各
かくきぎょうさま

企業様にて取
と

りまとめていただき、FAX等
など

で月
げつまつ

末までに本
ほんぶ

部事
じむきょく

務局に送
おく

っていただきます。

　(連
れんらくさき

絡先 FAX078-796-3620　又
また

はメールにて各
かく

担
たんとうしゃ

当者まで ) 

・最
さいこう

高得
とくてんしゃ

点者の中
なか

から抽
ちゅうせん

選で 1名
めい

に QUOカード 1,000 円
えんぶん

分をプレゼント！

【第
だい

七
なな

回
かい

】日
に

本
ほ ん

語
ご

試
し

験
けん

にチャレンジしよう !

問 1

問 2

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 3

問 4

問 6

問 7

問 8

問 9

問 10

問 1

問 2

問

問

問

問 3

問題 1

問題 2

問題 3 次
つ ぎ

の文
ぶ ん

章
しょう

を読
よ

んで、後
あ と

の問
と

いに対
た い

する答
こ た

えとして最
もっと

も良
よ

いものを次
つ ぎ

の１・２・３・４から一
ひ と

つ選
え ら

びなさい。

恐
おそ

れてはいけないとか、不
ふ

安
あん

を持
も

ってはいけないとか言
い

われることがあるかもしれない。しかし、恐
きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

は、車
くるま

に例
たと

えればブレーキである。車
くるま

の安
あん

全
ぜん

にとって重
じゅう

要
よう

な
のはアクセルではなく、ブレーキなのだ。 アクセルをふかして（注

ちゅう
1）スピードを出

だ

すことより、危
き

険
けん

を察
さっ

知
ち

して（注
ちゅう
2）ブレーキをかけて止

と

まったり、スピードを落
お

としたり
することで事

じ

故
こ

は防
ふせ

げる。その意
い

味
み

で、 ブレーキのない車
くるま

を走
はし

らせることはできないのだ。われわれ人
にん

間
げん

も恐
きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

という名
な

のブレーキを使
つか

って、自
じ

分
ぶん

たちの安
あん

全
ぜん

に役
やく

立
だ

てることが大
たい

切
せつ

だ。

（広
ひろ

瀬
せ

弘
ひろ

忠
ただ

『人
ひと

はなぜ危
き

険
けん

に近
ちか

づくのか』による）
（注

ちゅう

１）アクセルをふかす：アクセルを強
つよ

く踏
ふ

んでエンジンを速
はや

く回
かい

転
てん

させる　　（注
ちゅう

２）～を察
さっ

知
ち

する：～に気
き

がつく

筆
ひっ

者
しゃ

は、恐
きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

をどう捉
とら

えているか、正
ただ

しいものを選
えら

びなさい。
１恐

きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

は安
あん

全
ぜん

性
せい

の向
こう

上
じょう

を妨
さまた

げることがある。
２恐

きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

を取
と

り除
のぞ

くことで、安
あん

全
ぜん

につなげられる。

人
ひと

に強
つよ

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えるのは大
たい

部
ぶ
（ 注
ちゅう
１）からなる作

さく

品
ひん

とは限
かぎ

りません。何
なに

気
げ

なく（ 注
ちゅう
２）読

よ

んだ、たった一
ひと

言
こと

に心
こころ

打
う

たれることもあります。そして、書
しょ

物
もつ

を超
こ

えて、私
わたし

達
たち

は世
よ

の中
なか

のあらゆるできごとについても同
おな

じように、そのときどきに応
おう

じた深
しん

度
ど

で読
よ

んでいるのです。つまり、読
よ

み取
と

ろうと思
おも

えばどんなできごとからでも「自
じ

分
ぶん

にとって意
い

味
み

あること」を読
よ

み取
と

れるということではないでしょうか。学
まな

ぼうとする姿
し

勢
せい

があれば何
なに

からでも価
か

値
ち

あることが学
まな

び取
と

れるのだとつくづく私
わたし

は思
おも

うのです。

（村
むら

田
た

夏
なつ

子
こ

『読
どく

書
しょ

の心
しん

理
り

学
がく

－読
どく

書
しょ

で開
ひら

く心
こころ

の世
せ

界
かい

への扉
とびら

』による）
（注

ちゅう

１）大
たい

部
ぶ

：本
ほん

などの冊
さつ

数
すう

やページ数
すう

が多
おお

いこと　　（注
ちゅう

２）何
なに

気
げ

なく：はっきりとした目
もく

的
てき

や理
り

由
ゆう

を持
も

たないで

「人
ひと

に強
つよ

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えるのは大
たい

部
ぶ
（ 注
ちゅう
１）からなる作

さく

品
ひん

とは限
かぎ

りません」とありますが、この理
り

由
ゆう

について正
ただ

しいものを選
えら

びなさい。

１強
つよ

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えるかどうかは、読
よ

み手
て

の姿
し

勢
せい

で決
き

まるものだから。
２どのような作

さく

品
ひん

でも、読
よ

めば読
よ

むほど強
つよ

い影
えい

響
きょう

を受
う

けるものであるから。

ぼくはいつも思
おも

うのだが、絵
かい

画
が

にとらえたものをただ単
たん

に描
えが

いても、決
けっ

して絵
かい

画
が

にはならない。絵
かい

画
が

のかなた（注
ちゅう
1）にかくされているものをとらえて、それを画

が

面
めん

に定
てい

着
ちゃく

させたとき、はじめて絵
かい

画
が

が誕
たん

生
じょう

する。絵
かい

画
が

とは目
め

の前
まえ

の自
し

然
ぜん

を心
こころ

のなかに消
しょう

化
か

し、それをもう一
いち

度
ど

吐
は

き出
だ

す作
さ

業
ぎょう

によって生
う

まれるのだ。そうすることによってはじめて
普
ふ

遍
へん

的
てき

な（注
ちゅう
2）美

び

の世
せ

界
かい

が出
しゅつ

現
げん

するのだと思
おも

う。だから芸
げい

術
じゅつ

というものは、理
り

屈
くつ
（注
ちゅう
3）では解

かい

決
けつ

できないものなのだ。理
り

屈
くつ

を超
こ

えたところに本
ほん

当
とう

の美
び

がある。

（石
いし

本
もと

 正
ただし

『絵
え

をかくよろこび』による）
（注

ちゅう

１）かなた：向
む

こう　　（注
ちゅう

２）普
ふ

遍
へん

的
てき

な：広
ひろ

くすべてのものに共
きょう

通
つう

して見
み

られる　　（注
ちゅう

3）理
り

屈
くつ

：論
ろん

理
り

的
てき

な説
せつ

明
めい

筆
ひっ

者
しゃ

が考
かんが

える「絵
かい

画
が

」とはどのようなものか。
１目

め

で見
み

たものを想
そう

像
ぞう

力
りょく

で補
おぎな

いながら美
うつく

しく描
えが

き表
あらわ

したもの
２目

め

で見
み

たものをそのまま正
せい

確
かく

に描
えが

き表
あらわ

したもの
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３恐
きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

はブレーキとなり、正
ただ

しい行
こう

動
どう

を妨
さまた

げる。
４恐

きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

を感
かん

じることが、安
あん

全
ぜん

に役
やく

立
だ

つ。

３人
ひと

々
びと

にどのような影
えい

響
きょう

を与えるかは、書
しょ

物
もつ

によってそれぞれ異
こと

なるから。
４読

よ

んだ冊
さつ

数
すう

ではなく、どのような本
ほん

を読
よ

んだかが重
じゅう

要
よう

だから。

３目
め

の前
まえ

に存
そん

在
ざい

しないものを想
そう

像
ぞう

しながら描
えが

き表
あらわ

したもの
４目

め

の前
まえ

にあるものを心
こころ

のなかで感
かん

じ取
と

り、描
えが

き表
あらわ

したもの


